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Abstract
It is important issue to research on the museums by collecting data about marine engineering. Author
researched data of foreign countries from 1989 to 1996　and those are already reported. In Japan he has
reported on the museums in Hokkaido area in last year. In this paper author collected the museums which























































おかれた｡建設工事は1973年(昭和48年) 7月に開始され, 1974年(昭和49年)11月に建物が完成し, 12月から展示























































































































































































































































































































































































































































































































































































































英　名.'Okuaizu Nango Folk Museum
住　　所: 96706　南会津郡南郷村大字界字川久保552
電　　話: 024ト73-2829 (教育委員会)
交　通:磐越西線只見駅または東武鬼怒川線会津田島駅より南郷行バス,界温泉下車
所　　属:南郷柑
開　　設: 1981年(昭和56年)11月1日
開館時間: 9時-16時(5月-11月)
休館　日:水曜日, 12月1日-4月30日(冬期)
入館料:大人150円,小中高生150円
展　　示:伊南川の漁労用具
(59)
(60)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄司邦昭
4.括言
本報告では東北地方における4施設についての現地調査と4 1施設についての文献調査結果を示した｡文献調
査結果を県別にみると青森県1 2施設,岩手県7施設,宮城県5施設,秋田県1 0施設,山形県5施設,福島県
2施設となっている｡これによると福島県の海岸地域の船などについての資料が不足している｡今後もさらに詳
細な調査をする必要がある｡
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